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一
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明
治
期
の
洋
画
家
、
青
木

繁
の
代
表
作
「
海
の
幸
」
誕
生

の
聖
地
と
し
て
館
山
市
布
良

に
残
る
小
谷
家
住
宅
の
保
存

運
動
に
取
り
組
む
、
「
青
木

繁
《
海
の
幸
》
誕
生
の
家
と

記
念
碑
を
保
存
す
る
会
」
（
嶋

田
博
信
会
長
）
が
訂
日
、
南

布
良
で
誕
生
し
た
名
画
を
考
え
る

さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
房
文
一

化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の

愛
沢
伸
雄
さ
ん
、
同
事
務
局

長
の
池
田
恵
美
子
さ
ん
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
「
明

治
の
漁
村
。
富
崎
か
ら
《
海

の
幸
》
誕
生
を
探
る
」
を
テ
ー

マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
。
参
加
費
無
料
（
資
料
代

３
０
０
円
）
で
、
多
く
の
来

場
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
続
い
て
８
月
５
日
か
ら
、

渚
の
博
物
館
と
館
山
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

青
木
繁
「
海
の
幸
」
オ
マ
ー

ジ
ュ
展
が
開
催
さ
れ
る
。
銀

座
・
京
都
。
福
岡
。
田
園
調

布
と
並
ん
で
館
山
展
と
し
て

開
か
れ
る
も
の
で
、
著
名
な

一
霧
の
作
品
が
一
堂
に
会

会堀千蒸県南靭文化ホール小ホール

時間13:30～16800定貝300名
鶴加謎飼料潰料代300円

噸
山
脈
青
木
繁
《
海
の
幸
》
フ
ォ
ー
ラ
ム

読尭｢雷） 酌I‘W､Iも
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灘
識
譲
義

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
震
す
る
。

基
妻
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
と
お
し
て
、

明
治
の
蒋
で
ま
し
た
名

作
渥
の
害
を
考
え
る
。

青
木
繁
が
震
を
訪
れ
て

今
年
で
１
１
０
年
を
迎
え

る
。
同
会
の
地
道
な
活
動
に

よ
り
、
そ
の
節
目
の
年
に
小

谷
家
住
宅
穆
復
工
事
も
始

ま
り
、
２
年
間
の
改
修
が
終

わ
る
平
成
羽
年
春
に
は
一

般
公
開
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
と
は
い
え
、
保
存
費
用

は
ま
だ
目
標
に
達
せ
ず
、
》
引

部
は
、
海
の
幸
を
所
蔵
す
る

福
岡
県
久
留
米
市
の
石
橋
美

術
館
の
森
山
秀
子
学
芸
課
長

が
「
青
木
繁
を
通
し
て
み
る

文
学
と
美
術
の
交
流
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。
第
２

部
で
は
、
小
谷
家
当
主
の
小

谷
福
哲
さ
ん
、
「
海
の
幸
」

会
理
事
で
女
子
美
術
大
学
の

吉
武
研
司
教
授
、
労
働
大
臣

認
定
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
１

級
技
能
士
で
「
海
の
幸
」
複

製
画
を
制
作
し
た
島
田
吉
麿

繊鶴“職#擁撫賎銚鰯i燕．鯉鯛騨iiIi鞠翻

青木繁《海瞳幸》フォーラム

き
続
き
支
援
を
呼
び
か
け
る

と
と
も
に
、
青
木
繁
の
力
を

借
り
て
館
山
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
磨
き
を
か
け
よ
う
、
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
午
後
１
時

半
か
ら
小
ホ
ー
ル
で
。
第
１


